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※本プレスリリースは、2019 年 2 月 21 日にドイツ・ヘンケル本社が発表したプレスリリースの日本語訳版で

す。本プレスリリースは英語が原本であり、その内容・解釈については英文プレスリリースが優先します。 
 

2018 年度サステナビリティレポート 
ヘンケル、サステナビリティでさらに前進 
 
 グローバルの重点項目は資源の効率化 
 気候保護に積極的に貢献 
 プラスチックの循環型経済およびサステナブルなパッケージに包括的なコミットメント 
 国際的なインデックスおよび格付けで世界をリード 

 
デュッセルドルフ － ヘンケルは昨年度も、サステナビリティ戦略の遂行において前進しました。ヘン
ケルはプラスチックを重点項目の 1 つと捉えており、サステナブルな循環型経済の発展に貢献する
ために、パッケージングについて意欲的な目標の達成を目指しています。 
 
ヘンケルの人事部門担当取締役副社長でサステナビリティ評議会会長のカトリーン・メンゲスは、
「サステナビリティは、長期にわたりヘンケルの最優先事項となっています。資源消費を減らしなが
らより多くの価値を創出するヘンケルの取り組みの進捗状況についてご報告するのは、今回で 28
回目となります。私たちはパートナーのすばらしい協力を得ながら、多くのプロジェクトやイニシアチ
ブ、そして活動を順調に推進してきました」と述べています。 
 
サステナブルな価値の創造 
ヘンケルはサステナブルな発展に貢献すべく、お客様および消費者のため、事業を展開している地
域社会のため、そしてヘンケル自身のために、2030 年までにより多くの価値を創出することを目指
しています。同時に、環境フットプリントの削減にも努めています。このような状況のもと、ヘンケル
は 2015 年に国連が定めた持続可能な開発目標（SDGs）17 項目の実現を積極的に支援していま
す。 
 
昨年度、ヘンケルは 2020 年の中期目標の達成に向け、以下の成果（基準年 2010 年との比較）を
あげることができました。 
 
 生産量 1 トン当たりの CO2排出量を 25%削減 
 生産量 1 トン当たりの廃棄物量を 29%削減 
 生産量 1 トン当たりの水消費量を 24%削減 
 生産量 1 トン当たりの売上高を 6%増加 
 100 万労働時間当たりの安全性を 17%改善 

https://www.un.org/sustainabledevelopment/sustainable-development-goals/
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ヘンケルは世界の全地域の活動によって、全体として、基準年である 2010 年と比較して総合効率
を 43%向上させることができました。2020 年までに資源効率を 75%向上させることを目指していま
す。 
 
気候保護に対する積極的な貢献  
気候変動に関するパリ協定を背景として、ヘンケルは地球の気温上昇を 2℃未満に抑えるという目
標に積極的に貢献したいと考えています。これに対する最初の取り組みとして、2030 年までに全生
産の二酸化炭素フットプリントを 75%削減することに重点を置いています。また、2030 年までに生
産に使用する電力を 100%再生可能エネルギーとすることも目指しています。同時に、ヘンケルは
自社のブランドとテクノロジーの潜在力も活用したいと考えており、2020 年までにお客様および消
費者による 5000 万トンの CO2削減を支援することを目標としています。 
 
サステナブルなパッケージングと循環型経済へのコミットメント 
ヘンケルはパッケージを開発するうえで、パッケージ材料の削減と再利用、さらにリサイクル材料の
利用増加に重点を置いています。新しいパッケージング戦略の一環として、2025 年までにヘンケル
のパッケージを 100%リサイクル可能、リユース可能、またはコンポスト化可能とする目標を設定し
ました。2018 年末までにパッケージの 80%以上でこれを達成することができました。ヘンケルはま
た、2025 年までに欧州で販売される一般消費者向け製品に使用するパッケージ材料の 35%を再
生プラスチックにしたいと考えています。これについては 2018 年末までに、ほぼ 10%を達成するこ
とができました。 
 
ヘンケルはバリューチェーン全体のパートナーと協力し、循環型経済に向けた前進を促していま
す。その一例として、プラスチックバンクとのパートナーシップをあげることができます。プラスチック
バンクは、プラスチックによる海洋汚染を防ぐと同時に貧困層の人々に機会を提供することを目指
す社会事業です。ヘンケルの協力のもとでハイチに建設された 3 つのプラスチック収集センターで
は、これまでに合計約 63 トンのプラスチックが回収、分類された後、リサイクルのバリューチェーン
へと投入されました。ヘンケルはすでにこの「Social Plastic®」を、25,000 本の洗濯用洗剤および家
庭用洗剤の容器に利用し、本年もこの取り組みは続けられています。また、ヘンケルは世界的な
「Alliance to End Plastic Waste」の創設メンバーになりました。 
 
5 万人の社員がサステナビリティ大使  
カトリーン・メンゲスは、「全世界のヘンケル社員のコミットメントが、サステナビリティの領域で私たち
が大きな成果をあげている非常に重要な要因です。これまでの数年間に約 5 万人の社員が研修を
受け、サステナビリティ大使となっています。その大使たちは同僚やお客様との会話で、また地域社
会、学校、大学を含む幅広いプロジェクトで、それぞれの知識を活用しています」と述べています。 
 
インデックスや格付けが裏付けるリーダー的ポジション 
ヘンケルのサステナビリティにおける実績は 2018 年もまた、独立した専門家、格付け機関、資本
市場によって裏付けられました。ヘンケルは 18 年連続で FTSE4Good エシカルインデックスに選
出されるとともに、その他の多くのインデックス（ECPI インデックス、Ethibel サステナビリティ・イン
デックス、Euronext Vigeo Eiris インデックス、Global Challenges インデックス、MSCI ESG 
Leaders and SRI インデックス、STOXX Global ESG Leaders インデックス） に選出されていま
す。さらに、EcoVadis、Oekom Research、Sustainalytics 各社の格付けでは、業界をリードする企
業として認められました。また 2018 年に、ヘンケルはドイツ企業としてはじめて「グリーン・ローン」
の契約締結に至り、サステナビリティの実績に関連した条件で最大 15 億ユーロの信用枠を得てい
ます。 
 
ヘンケルのサステナビリティに関する詳細情報は、www.henkel.com/sustainability でご覧いた
だけます。 
 
 

https://www.henkel.com/press-and-media/press-releases-and-kits/2018-09-03-henkel-announces-ambitious-targets-for-sustainable-packaging-873418
https://www.henkel.com/press-and-media/press-releases-and-kits/2018-11-15-one-year-of-successful-partnership-with-plastic-bank-891770
https://www.henkel.com/press-and-media/press-releases-and-kits/2018-10-05-henkel-product-packaging-with-social-plastic-880328
https://www.henkel.com/press-and-media/press-releases-and-kits/2018-10-05-henkel-product-packaging-with-social-plastic-880328
https://www.henkel.com/press-and-media/press-releases-and-kits/2019-01-16-henkel-is-founding-member-of-new-global-alliance-to-end-plastic-waste-901534
https://www.henkel.com/press-and-media/press-releases-and-kits/2018-12-14-henkel-first-german-company-to-conclude-a-syndicated-green-loan-898274
http://www.henkel.com/sustainability
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ヘンケルについて 

ヘンケルはバランスのよい、多角的なポートフォリオを備え、産業および一般消費者向け事業をグローバルに

展開しています。優れたブランドとイノベーション、テクノロジーを誇るヘンケルは、アドヒーシブテクノロジーズ

（接着技術）、ビューティーケア、ランドリー&ホームケアの 3 分野において、グローバルリーダーとしての地位

を維持しています。1876 年に創立し、140 年以上に及ぶ成功の歴史があるヘンケルは、ドイツのデュッセルド

ルフに本社を置き、世界に約 53,000 名の社員を擁しています。サステナビリティの分野をリードする存在とし

て評価されるヘンケルは、多くの国際的指標やランキングでトップの地位を維持しています。2018 年の売上

高は 200億ユーロ、営業利益はおよそ 35億ユーロに上ります。ヘンケルの優先株はドイツ株式指数 DAX の

リストに入っております。 さらなる情報はこちら www.henkel.com をご覧ください。 

ヘンケルジャパンホームページ：http://www.henkel.co.jp 

ヘンケルジャパンフェイスブックページ： http://www.facebook.com/HenkelJapan   
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 －本件に関するお問合せ先－ 

ヘンケルジャパン株式会社 広報室 小野尾 秀美 

TEL：03-5783-1219  e-mail: hidemi.onoo@henkel.com 
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